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特　集

1．透析施設における塩素ガス発生の原因
2．医療施設における塩素ガス発生後の対応
3．透析施設における薬剤誤混入防止対策
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編集を終えて

　透析治療を担う医療現場において，薬剤の
取り扱いミスは患者の安全に直結する重大な
リスクである．とくに，酢酸や次亜塩素酸ナ
トリウムといった薬剤の誤混合によって発生
する塩素ガスは，スタッフや患者の健康を脅
かす危険な事態を招く．日常の作業でごく当
たり前のように使われている薬剤が，取り扱
い一つで「有毒ガス」となり得る現実は，特
別なミスによるものではなく，どの透析室で
も起こり得るリスクとして認識する必要があ
る．
　この塩素ガス事故対策において臨床工学技
士は次のような役割を果たして医療事故を防
ぎ，医療安全に努めなければならないと考え
る．
・ 事故原因の分析：塩素ガス発生の原因を特
定し，機器や薬剤の取り扱いにおける問題
点を明らかにする． 

・ 緊急対応：事故発生時に迅速かつ適切な対
応を行い，患者やスタッフの安全を確保す
る．
・ 予防策の実施：薬剤の誤混入を防ぐための
手順やシステムを構築し，スタッフへの教
育を行う．
・ 安全管理の徹底：医療機器や設備の点検・
管理を行い，事故のリスクを最小限に抑え
る．
　今回は「塩素ガス発生事故対策」をテーマ
に取り上げ，事故の原因，対応策，そして予
防策について専門家の視点から深く掘り下げ
て解説いただいた． 塩素ガス発生事故は現在
も医療現場で発生しており，その影響は患者
や医療従事者にとって重大である． 本特集を
通じて，事故を未然に防ぐための知識と意識
を高める一助となれば幸いである． 
 （山下芳久）

2026/09/20 05:10:40


